
箕輪徳二先生，牛嶋俊一郎先生の定年退職にあたって

経済学部長 薄 井 和 夫

本年度，わが学部は，お二人の教員を定年によってお送りすることになった。お二人のこれまでの本

学へのご貢献に対して感謝の念を抱くと同時に，惜別の情を禁じ得ない。

箕輪徳二先生は，明治大学大学院博士課程を修了後，千葉短期大学，川口短期大学を経て，平成4年

4月に埼玉大学経済学部に赴任された。この間，埼玉大学評議員を8年にわたって務められ，また，研

究評議会評議員，経営学科長をそれぞれ2年間務められた。箕輪先生の目配りの聞いたご高見は，人を

包み込むようなお人柄とあいまって，埼玉大学の管理運営に欠かせないものであった。また，研究面に

おいては，日本財務管理学会の会長や証券経済学会幹事などを歴任され，5冊の学術単著・編著・共編

著や多くの論文を刊行された。さらに，教育面では，学部の経済財務論や演習などだけでなく，博士前

期課程，博士後期課程においても数多くの学生を指導されてきた。本学の社会人大学院生・留学生のな

かには，箕輪先生の薫陶を受けて，内外の大学教員へと巣立っていった人材も少なくない。大学院で人

気を誇る箕輪ゼミがなくなってしまうことは，経済科学研究科にとって大きな損失であると思わざるを

得ない。

牛嶋俊一郎先生は，東京大学経済学部をご卒業後，経済企画庁に入庁され，その後，OECD事務局

エコノミスト，大蔵省主計局主査，OECD日本政府代表部参事官，オーストラリア国立大学豪日研究

センター客員研究員，経済企画庁物価局審議官，同総合計画局長，ロシア経済省顧問，内閣府経済社会

総合研究所次長，同顧問，経済政策担当大臣国際経済アドバイザーなどの要職を歴任され，平成21年4

月に本学に赴任された。先生は，豊富な国際経験に裏付けられた英文ペーパーも数多い。講義では経済

政策論や演習などのほか，英語によるJapaneseEconomyも受け持たれ，その温和な物腰とともに，

多くの学生を惹きつけられた。本学でのご在職期間は短かったが，その存在感は際立っていた。先生が

赴任された当初，タイ王国チュラーロンコーン大学と合同で「日本研究」コースを設置するという構想

が持ち上がり，先生には，タイでの英語の講義などもやってみたいとおっしゃっていただいたが，その

後この話はうまく進まなかったため，先生の能力を十分生かす機会を提供できなかったことが，今となっ

ては大変心残りである。

両先生は，歩んでこられた路は異なっておられたが，埼玉大学への貢献という点ではそれぞれきわめ

て大きな存在であった。両先生の今後のご健康と変わらぬご活躍をお祈りするばかりである。埼玉大学

でのお仕事，本当にありがとうございました。

（2013年3月3日）
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